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33 手順5下の注意
2行目

…「D-2-1 Macintoshクライアント
の制限」を参照してください。

→ …「D-3-1 Macintoshクライアントの制
限」を参照してください。

41 Autorun.iniファイルの
「Executable=」の指定
例

例3：…d:\folder\qndagent.exe → 例3…%d:\folder\qndagent.exe

72 手順7 …「4-3 QNDエージェントの作成
と用意」を参考にしてください。

→ …「5-3 QNDエージェントの作成と用意」
を参考にしてください。

73 手順7の画面例 → ※正しい画面例は「画面例A」をみてくだ
さい。

77 推奨構成
[管理対象PC：500クラ
イアントの場合]
表

QNDサーバ：ディスク
10GB

→ 30GB

77 推奨構成
[管理対象PC：1000ク
ライアントの場合]
表

QNDサーバ：ディスク
30GB

→ 100GB

78 推奨構成
[管理対象PC：1000ク
ライアント以上の場合]
表脚注

*5：…InternetExplorer4.0以上が
…

→ *5：…InternetExplorer5.0以上が…

78 推奨構成
[管理対象PC：1000ク
ライアント以上の場合]
表脚注

*6：…「付録D-2-1 Macintoshク
ライアントでの準備」を参照してく
ださい。

→ *6：…「付録D-3-1 Macintoshクライアン
トでの準備」を参照してください。

78 [QNDサーバのスペッ
ク計算方法]
表

ディスク容量：QNDサーバ
1MB×ホスト数

→
3MB×ホスト数

78 [QNDサーバのスペッ
ク計算方法]
表

ディスク容量：Directoryサーバ
5KB×ホスト数

→
15KB×ホスト数

　　画面例A
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48 表 → ※正しい表の内容は「表A」を見てくださ
い。

57 注意　ホスト側の情報
も更新するには

…「7-1　管理者が設定/更新し
た情報を…

→ …「8-1　管理者が設定/更新した情報を
…

74 ホスト一覧に過去のイ
ンベントリを表示させる
画面例の吹き出し

…「8-1 インベントリ情報の履歴
を保存する」を参照してください。

→ …「9-1 インベントリ情報の履歴を保存
する」を参照してください。

98 表
[送信先]

…p18の… → …p96の…

114 手順5 送信先を確認して[次へ]をクリッ
クします。

→ [送信先]に表示されているホストが正し
い送信先であるか確認し、[参照する
QNDサーバアドレス]に表示されている
QNDサーバからタスク処理時に参照す
るQNDサーバをクリックし反転させて[次
へ]をクリックします。

115 手順5の画面例 → ※正しい画面例は「画面例B」を見てくだ
さい。

115 [参照するQNDサーバ
アドレス]

スレーブサーバがある場合は、
[▼]をクリックして・・・選択するこ
とができます。

→ QNDエージェントが接続するサーバを選
択します。スレーブサーバがある場合
は、該当するスレーブサーバをクリックし
反転させて選択します。

169 2-3　特定のタスクを
使って収集したインベ
ントリ情報のみを表示
する

[ツール]-［サーバ固有の設定］
…で指定されたディレクトリ以下
に指定した・・・

→ [ツール]-［サーバ固有の設定］…で指
定されたディレクトリ内のtaskディレクトリ
以下に指定した…

218 ホストへのRCオプショ
ンのインストール

…「QAW Ver.2.2マニュアル　導
入編」の6章を参照してください。

→ …「QAW Ver.2.2マニュアル　導入編」の
5章を参照してください。

218
219

リモートコントロールの
機能の表

→ ※正しい表の内容は「表B」を見てくださ
い。

230 「設定ファイルを作成し
てインポートする」

…「インポート用のCSVファイル
形式」P228をご覧ください。

→ …「インポート用のCSVファイル形式」
P232をご覧ください。

　　表A
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　　表B

常駐させる
場合

必要なとき
だけ稼動す
る場合

常駐させる
場合

必要なとき
だけ稼動す
る場合

常駐させる
場合

必要なとき
だけ稼動す
る場合

Service
モード

Application
モード

Service
モード

Application
モード

Service
モード

Application
モード

デスクトップの操作・表示 [リモートコントロール]-
[デスクトップの操作・表
示]

◎ ○ × × ◎※2 ○※2

複数ホストのウィンドウ
の自動切り替え表示

[リモートコントロール]-
[自動切り替えモード]

複数ホストのウィンドウ
を自動的に切り替えて表
示する

◎ ○ × × ◎※2 ○※2

ホストへのメッセージの
送信

[ホスト]-[メッセージ送
信] ◎ ○ × × ◎ ○

ホストからのメッセージ
の送信

各ホストのタスクバー内
のRCオプションアイコン ◎ ○ × × ◎ ○

ホストの状態のリアルタ
イム表示

RCコンソール上の[ホス
トの情報表示] ◎ ○ ○ ○ ◎ ○

ユーザごとのログオン記
録の取得

[ホスト]-[ログイン記録
の表示]

ログオン記録の表示、取
得、 ◎ × × × ◎※3 ×

ログオン通知 [表示]-[ユーザ一覧の
表示]

メール送信による、ユー
ザごとのログオン通知 ◎※1 × × × ◎※1※4 ×

ログオン禁止 [表示]-[ユーザ一覧の
表示]

ユーザごとのログオン禁
止 ◎ × × × ◎※4 ×

ロック(/アンロック) [ホスト]-[ロック] ホストのデスクトップを非
表示にして、キー操作、
マウス操作を無効にする ○ ○ × × ◎ ○

起動・終了の表示 [ホスト]-[起動・終了の
表示]

RCオプションが常駐して
いるホストの、起動・終
了記録を表示

◎ × × × ◎※3 ×

ログオフ [ホスト]-[強制ログオフ] ログオンしているユーザ
を強制的にログオフさせ
る強制的にログオフさせ
る(管理者のみ利用可
能)

◎ ○ × × ◎ ○

強制再起動 [ホスト]-[強制再起動] ホストを強制的に再起動
させる(管理者のみ利用
可能)

◎ ○ × × ◎ ○

強制シャットダウン [ホスト]-[強制シャットダ
ウン]

ホストを強制的にシャット
ダウンさせる(管理者の
み利用可能)

◎ ○ × × ◎ ○

*2　スレーブサーバを中継してのみ有効
*3　スレーブサーバに記録が表示されるが、スレーブサーバを再起動した場合、マスターサーバに記録が転送される
*4　スレーブサーバーでの設定が有効

3/3

ホストがNATの内側にあ
り、マスターサーバに接
続されている場合②

ホストがNATの内側にあ
り、スレーブサーバに接
続されている場合③

*1　メール送信が行える環境

◎：常時使用可能　　○：ACPCデーモン起動時に可能　　×：実行不可能

機能名 コマンド 内容

Pingが応答する環境
①
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33 ●[宛先の設定]
ダイアログの画
面例

→ ※正しい画面例は「画面例C」を見てくだ
さい。

33 表
[参照するQND
サーバアドレス]

タスク実行時に参照するQND
サーバを変更する場合は、[▼]を
クリックして、リストボックスから
サーバを選択します。

→ タスク実行時に参照するQNDサーバを
クリックして反転させます。

39 画面例 → ※正しい画面例は「画面例C」を見てくだ
さい。

40 [タスクログとの
連携をする]の機
能説明を追加

→ 別紙「タスクログとの連携機能」を参照
のこと

55 表
[電子メールアド
レス]

…[電子メールアドレス]の情報が
…

→ …[送信先アドレス]の情報が…

56 6-15　電子メー
ルアドレスのイン
ポート

…電子メールアドレスを取得し、
ホスト一覧上に…

→ …電子メールアドレスを取得し、ホスト
一覧の[送信先アドレス]に…

133 [変更のあった
ファイルだけをコ
ピーする]

…転送元ファイルと転送先ファイ
ルを比較し、更新日やサイズ、内
容が異なる場合に…

→ 転送元ファイルと転送先ファイルを比較
し、バージョンやサイズ、バイナリが異な
る場合に…

233 [メッセージの送
信による変更]

…宛先の設定ダイアログで[参照
するQNDサーバのアドレス]を変
更します。

→ …宛先の設定ダイアログの[参照する
QNDサーバのアドレス]よりデフォルト
サーバにしたいQNDサーバをクリックし
て反転させます。

233 画面例 → ※正しい画面例は「画面例D」を見てくだ
さい。

QAW2.2　リファレンス　正誤表
誤

1/3



　画面例C

2/3



  画面例D

3/3



ページ 正

10 重要 …
・SW-INSTALL(1)、(2)、(3)
・SW-KEY
・APP-ライセンスチェック

→
…
・SW-INSTALL(1)、(2)、(3)
・SW-KEY
・APP-ライセンスチェック
・APP-利用時間-ホスト別(hh:mm:ss)/(s)
・APP-利用時間-ユーザ別
(hh:mm:ss)/(s)

35 ヒントとして追加 → ヒント
「APP-利用時間-ホスト別
(hh:mm:ss)/(s)」台帳はエクストラ項目の
指定が可能です。詳しくは「5-3 エクスト
ラ項目」を参照してください。

45 Windowsの場合 台帳の詳細については、「4-14-3
台帳の表示」を参照してください。

→ 台帳の詳細については、「4-14-2　台帳
の表示」を参照してください。

45 ●Adobe製品用エージェント
の作成
手順1

…詳しくは、「ユーザーズガイド
Vol.1」の…

→ …詳しくは、「QAW Ver.2.2 導入編」の…

45 ●Adobe製品用エージェント
の作成
手順2

2.CD(CD名:Quality)から「管理者」
フォルダを…

→ 2.「QNDPlus：Mａｃ用AdobeSoftｗａｒｅ管
理ツール：管理者｣フォルダを…

58 ヒントとして追加 → ヒント
「USR-任意」台帳はエクストラ項目の指
定が可能です。詳しくは「5-3 エクストラ
項目」を参照してください。

66 注意　項目の設定をデフォ
ルト設定に戻す

…
・APP-InstallList
・REG-PC
・SW-INSTALL(1)(2)(3)
・SW-KEY

→ …
・APP-InstallList
・REG-PC
・SW-INSTALL(1)(2)(3)
・SW-KEY
・APP-CopyID矛盾リスト
・APP-利用時間-ホスト別(hh:mm:ss)/(s)
・APP-利用時間-ユーザ別
(hh:mm:ss)/(s)
・SW-AutoCAD/SW-AutoCAD(シリアル
ナンバー)

71 6-4　定期的に集計/出力す
る
ヒント

サンプルファイルとして、
「\QIV\wait.conf.sample」と…

→ サンプルファイルとして、
「\QIV\schedule\wait.conf.sample」と…

QIV4.3(QAW用)　　正誤表
誤
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